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関西地震観測研究協議会（関震協）では，全 25 地点中，KBU, CHY, KMN, KID, HSD, DIG の 6 地点が岩盤（ま

たは風化岩）観測点として設定されている（観測点の位置は，WEB サイト(http://www.ceorka.org/)を参照）．赤

澤・他(1999)では，深発地震記録を利用して，岩盤観測点のサイト特性を簡易的に評価し，参照点としての適用性

の検証を試みた．しかし，その際利用した深発地震は 2 地震のみであり，また，DIG は収録装置の分解能が非常に

低かったために検証することができなかった．その後，比較的大きな深発地震が年 1 回程度観測され，検証に利用

できる記録が蓄積されてきた．また，DIG は収録装置の分解能が他地点より上げられたことで，より良質な深発地

震記録が得られるようになった．本稿では，これまでに得られた比較的大きな深発地震記録を利用して，再度，岩

盤観測点のサイト特性を評価する．また，今回は堆積層上観測点のサイト特性の評価も併せて試みる．得られた結

果の精度は，鶴来・他(2002)と比較することで検証する． 

 

まず，岩盤観測点のサイト特性を評価する．ここで利用する深発地震は，表 1 に示す 7 地震である．検証には，

水平 2 成分のフーリエスペクトルのベクトル和を利用する．一例として，図 1 に，2003 年 11 月 12 日に紀伊半島

南東沖で発生した地震（地震番号 7）で得られた岩盤観測点記録の加速度フーリエスペクトルを重ねて示す．計算

には，S 波の初動から 40.96 秒間の記録を利用した．また，図では，得られたスペクトルに 0.4Hz の Parzen ウィ

ンドウを施している．DIG は分解能が高いため 10Hz 程度まで精度があるが，その他の観測点では 8Hz 程度にとど

まっている．7 地震に共通する特徴を，以下にまとめる． 

（１）コーナー周波数付近より小さい周波数域では，観測点に依存した特徴は特に見られない． 

（２）コーナー周波数を超えると，加速度フーリエスペクトルはほぼ周波数の－２乗に比例して減少する傾向

にある．この領域での震源特性を示す加速度フーリエスペクトルは周波数によらず一定であると考えられるため，

これは，深発地震の伝播経路による減衰を表すものと考えられる． 

（３）2Hz 以上では KBU，CHY，HSD が他の 3 地点より大きい傾向にあり，KBU では特にその度合が大きい． 

 

次に，堆積層上観測点のサイト特性の抽出を試みる．サイト特性は，対象とする観測点のフーリエスペクトル

を岩盤観測点のスペクトルで除することで求める．鶴来・他(2002)では DIG が最も良質な岩盤観測点とされている

が，これを本手法に利用した場合，高周波数域を評価することが困難となる．これは，記録の分解能が他地点と異

なることに起因する．そこで，上述した岩盤観測点の検証で DIG と同様なスペクトル形状を示した KID の記録を利

用することにする．これにより，高周波数域の精度は悪いながらも，20Hz 程度までの評価が可能となることが期

待される（ただし，この周波数域の精度を上げるには，収録装置の分解能を DIG 程度に引き上げることが望ましい）．

ここでは，FKS，MRG，NRS のサイト特性を検証する．図 2 に，各地震に対する計算結果の平均を，鶴来らの結果と

重ねて示す．FKS は 2Hz 以下で，NRS は 1.5Hz 以下で鶴来らの結果と良く整合しているが，それ以上の周波数域で

は全体的にやや過大評価となっている．MRG は，2Hz 付近では鶴来らの結果と同等であるが，1.5Hz 以下ではやや

過小評価となり，2.5～7Hz 付近では最大 2 倍程度大きくなっている．3 観測点に共通した特徴は，1.5～2Hz 以上

の周波数域で鶴来らの結果より大きくなり，その傾向は 4Hz 付近で顕著となる点である．そこで，上述した岩盤観

測点の検証において，スペクトルがこの周波数域で KID よりやや大きい傾向を示した HSD の記録を利用して，同様

の検討を行なった．その結果を図 3に示す．図を見れば明らかなように，4Hz 付近を中心とした増幅は押さえられ，

鶴来らの結果と良い整合を示している．しかし，本来は KID や DIG のようにスペクトルの増幅が無い記録を利用し

て堆積層上観測点のサイト特性を評価できることが望ましく，今後，堆積層上観測点のサイト特性の評価に適した

岩盤観測点のあり方を再検証する必要がある．  
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